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主な項目

長野県木曽郡上松町　国有林内　温帯性針葉樹林

（Ｐ２に関連記事）

3百年先の未来の森林を目指して！3百年先の未来の森林を目指して！
木曽地方の温帯性針葉樹林の

保存・復元に向けた取組検討報告書が提出される
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［
計
画
課
］
中
部
局
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度

重
点
取
組
の
一
つ
と
し
て
木
曽
地
方
（
今
回
の

取
組
で
は
、
長
野
県
内
の
木
曽
谷
及
び
岐
阜
県

内
の
裏
木
曽
を
指
し
ま
す
）
の
温
帯
性
針
葉
樹

林
の
保
存
・
復
元
に
向
け
た
取
組
の
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

温
帯
性
針
葉
樹
と
は
、
木
曽
五
木
（
ヒ
ノ

キ
、
サ
ワ
ラ
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
、
ヒ
バ
、
ネ
ズ

コ
）
に
ス
ギ
、
ツ
ガ
等
が
含
ま
れ
ま
す
。
陸
乾

燥
地
の
拡
大
や
氷
河
期
の
顕
在
化
な
ど
地
球
環

境
の
変
化
に
よ
る
衰
退
と
そ
の
後
の
文
明
の
発

達
に
伴
う
造
船
材
や
建
築
材
等
と
し
て
の
利
用

に
よ
り
、
世
界
の
温
帯
性
針
葉
樹
林
は
次
第
に

姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
現
在
も
温
帯
性
針

葉
樹
が
ま
と
ま
っ
て
自
然
度
の
高
い
状
態
を
構

成
し
て
い
る
木
曽
地
方
の
針
葉
樹
林
は
非
常
に

貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
年
度
か
ら
こ
れ
を
保
存
し
て

い
く
た
め
の
取
組
を
始
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
本
年
度
は
有
識
者
や
地
元
関
係
者
等
に
検

討
委
員
を
お
願
い
し
、
取
り
組
む
方
向
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
三
回
目
と
な
る

三
月
四
日
の
検
討
委
員
会
で
報
告
書
（
案
）
が

了
承
さ
れ
、
山
本
進
一
座
長
（
名
古
屋
大
学

名
誉
教
授
）
か
ら

木
局
長
に
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

報
告
書
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

対
象
は
、
長
野
県
の
上
松
町
、
大
桑
村
、
王

滝
村
と
岐
阜
県
の
中
津
川
市
に
所
在
す
る
国

有
林
で
、
面
積
は
木
曽
地
方
の
国
有
林
野
約

九
万
八
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
に

当
た
る
一
万
六
千
五
百
七
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

　

大
き
な
特
徴
は
、
木
曽
地
方
の
森
林
は
既
に

多
く
が
人
工
林
に
転
換
さ
れ
、
人
工
林
と
天
然

林
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
長
期
に
わ
た
っ
て
温
帯
性
針
葉
樹
林
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
天
然
林
の
間
に
存
在
す
る

人
工
林
を
天
然
林
へ
誘
導
す
る
温
帯
性
針
葉
樹

林
の
復
元
に
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
従
前
の
保
護
林
に
あ
た
る
「
温

帯
性
針
葉
樹
林
を
厳
格
に
保
存
」
す
る
区
域

に
、
将
来
は
こ
れ
と
同
様
の
森
林
に
な
り
得
る

区
域
、
さ
ら
に
は
、
外
部
か
ら
の
影
響
の
緩
和

と
、
森
林
資
源
の
持
続
的
利
用
を
行
う
区
域
を

加
え
、
三
層
構
造
の
区
域
を
設
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

具
体
に
は
、
温
帯
性
針
葉
樹
を
厳
正
に
保
存

す
る
区
域
（
核
心
地
域
（
コ
ア
ａ
）
）、
人
工

林
の
天
然
林
へ
の
誘
導
を
通
じ
て
温
帯
性
針
葉

樹
林
の
復
元
を
図
る
区
域
（
核
心
地
域
（
コ
ア

ｂ
）
）、
保
存
・
復
元
に
取
り
組
む
区
域
に
対

す
る
区
域
外
か
ら
の
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も

に
森
林
資
源
を
利
用
す
る
区
域
へ
の
移
行
地
域

と
な
る
区
域
（
緩
衝
地
域
）
の
三
つ
の
区
域
に

区
分
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
毎
の
森
林

の
取
扱
い
方
針
を
示
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
で
の
審
議
の
結
果
、
方
針
、
方

向
性
に
つ
い
て
、
関
係
者
間
で
合
意
形
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
取
組
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ

の
地
域
が
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
中
心
的
産
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
民
的
な
伝
統
行
事
や
国
宝
・
重

要
文
化
財
等
歴
史
的
建
造
物
の
修
復
等
へ
の
対

応
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
未
立
木
地
の

取
扱
い
や
、
確
度
の
高
い
天
然
更
新
技
術
等
の

課
題
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
、
管
理
委

員
会
を
設
置
し
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

課
題
も
多
い
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、

三
百
年
以
上
先
の
未
来
の
森
林
を
目
指
す
、
夢

の
あ
る
取
組
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
非
常
に

長
い
期
間
を
か
け
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
国
有
林
職
員
の
み
な
ら
ず

大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
元
等
多
く
の
方
々
の
協
力

を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
取
組
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

山本座長から 木局長へ報告書の提出をいただく

取組区域の森林

第三回検討会の様子

木
曽
地
方
の
温
帯
性
針
葉
樹
林
の

　
　保
存
・
復
元
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　   

取
組
検
討
報
告
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［
治
山
課
・
森
林
整
備
課
］
平
成
二
十
五
年
度

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
、
三

月
六
日
に
中
部
森
林
管
理
局
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
有
林
野
の
公
益
的

機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
、
森
林
林
業
の
再
生

の
推
進
そ
の
他
の
事
業
実
施
に
お
け
る
施
策

効
果
を
一
層
発
現
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
治

山
・
林
道
工
事
で
あ
っ
て
、
民
有
林
の
模
範
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ

り
、
治
山
・
林
道
工
事
に
お
け
る
計
画
、
設

計
・
施
工
の
適
正
化
及
び
設
計
・
施
工
技
術
の

向
上
、
並
び
に
関
係
者
の
意
欲
高
揚
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
治
山
部
門
は
昭
和
四
十
二
年

度
、
林
道
部
門
は
昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
に
中
部
森
林
管
理
局
管
内
で
施
工
し

た
、
治
山
工
事
百
四
十
八
件
、
林
道
等
工
事

十
五
件
を
対
象
に
施
工
管
理
全
般
及
び
安
全
管

理
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
治
山
部
門
で
十
四

件
、
林
道
部
門
で
六
件
を
優
良
工
事
と
し
て
選

出
し
、
こ
の
中
か
ら
、
優
秀
工
事
と
し
て
治
山

部
門
三
件
・
林
道
部
門
二
件
を
林
野
庁
表
彰
に

推
薦
し
、
林
道
部
門
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
、
ほ
か
四
件
が
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
優
良
工
事
と
し
て
選
出
し
た
、
治
山

部
門
の
十
一
件
、
林
道
部
門
の
四
件
と
、
農
林

水
産
大
臣
賞
及
び
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た

工
事
の
現
場
代
理
人
、
主
任
技
術
者
並
び
に
監

督
職
員
が
中
部
森
林
管
理
局
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

表
彰
式
は
、
角
計
画
保
全
部
長
が
審
査
結
果

の
報
告
を
行
っ
た
後
、

木
局
長
か
ら
受
賞
者

に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
農
林
水
産
大
臣
賞
及
び
林
野
庁
長
官

賞
の
授
与
式
は
局
長
表
彰
に
先
立
ち
、
二
月

二
十
四
日
林
野
庁
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
農
林
水
産
大
臣
賞

 〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
大
山
土
木
株
式
会
社�

（
高
山
市
）

　

東
俣
谷
林
業
専
用
道
新
設
工
事�

〈
飛
騨
署
〉

◎
林
野
庁
長
官
賞

 〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇
株
式
会
社
高
宮
組�

（
松
本
市
）

　

ワ
ラ
ビ
沢
（
２
）
災
害
関
連
緊
急
治
山
工
事

�

〈
中
信
署
〉

◇
大
協
建
設
株
式
会
社�

（
大
鹿
村
）

　

鳶
ヶ
巣
復
旧
治
山
工
事�

〈
伊
那
谷
総
合
〉

◇
今
泉
建
設
株
式
会
社�

（
岡
崎
市
）

　

闇
苅
（
男
川
支
渓
）
復
旧
治
山
工
事

�

〈
愛
知
所
〉

計画保全部長講評

受賞者を代表してのご挨拶「富貴屋建設㈱」

東俣谷林業専用道新設工事　完成状況

鳶ヶ巣復旧治山工事　完成状況闇苅（男川支渓）復旧治山工事　完成状況

平
成
二
十
五
年
度
治
山･

林
道
工
事

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
開
催
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 〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
奥
田
工
業
株
式
会
社�

（
大
桑
村
）

　

白
川
支
線
林
業
専
用
道
新
設
工
事�〈
木
曽
署
〉

◎
中
部
森
林
管
理
局
長
賞

 〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇
大
高
建
設
株
式
会
社�

（
黒
部
市
）

　

松
尾
谷
復
旧
治
山
工
事�

〈
富
山
署
〉

◇
信
州
林
業
株
式
会
社�
（
長
野
市
）

　

西
ノ
沢
復
旧
治
山
工
事�
〈
北
信
署
〉

◇
株
式
会
社
牛
木
組�

（
上
越
市
）

　

ウ
ド
川
地
す
べ
り
防
止
工
事�

〈
中
信
署
〉

◇
富
貴
屋
建
設
株
式
会
社�

（
駒
ヶ
根
市
）

　

瀬
戸
沢
復
旧
治
山
工
事�

〈
南
信
署
〉

◇
ス
ワ
テ
ッ
ク
建
設
株
式
会
社�

（
諏
訪
市
）

　

平
成
二
十
四
年
度
瀬
戸
沢
復
旧
治
山
工
事

�

〈
南
信
署
〉

◇
大
宗
土
建
株
式
会
社�

（
南
木
曽
町
）

　

南
沢
水
源
地
域
整
備
工
事�

〈
南
木
曽
支
署
〉

◇
協
業
組
合
Ｈ
・
Ｃ
建
設�

（
飛
騨
市
）

　

舟
原
山
（
栃
洞
谷
支
渓
）
復
旧
治
山
工
事

�

〈
飛
騨
署
〉

◇
株
式
会
社
清
水
建
設�

（
飛
騨
市
）

　

大
谷
（
脇
谷
橋
）
復
旧
治
山
工
事

�

〈
飛
騨
署
〉

◇
株
式
会
社
梅
田
組�

（
下
呂
市
）

　

乗
政
（
第
二
無
線
谷
）
復
旧
治
山
工
事

�

〈
岐
阜
署
〉

◇
株
式
会
社
加
地
工
務
店�

（
中
津
川
市
）

　

�

出
の
小
路
（
二
本
木
谷
外
１
）
復
旧
治
山
工

事�

〈
東
濃
署
〉

◇
有
限
会
社
共
和
土
木�

（
恵
那
市
）

　

上
矢
作
（
乗
越
沢
）
水
源
地
域
整
備
工
事

�

〈
東
濃
署
〉

 〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
株
式
会
社
羽
田
組�

（
長
和
町
）

　

男
女
倉
林
業
専
用
道
新
設
工
事�

〈
東
信
署
〉

◇
吉
川
建
設
株
式
会
社�

（
飯
田
市
）

　

割
沢
治
山
運
搬
路
新
設
工
事

�

〈
伊
那
谷
総
合
〉

◇
森
建
設
株
式
会
社�

（
高
山
市
）

　

一
色
第
二
林
業
専
用
道
新
設
工
事

�

〈
飛
騨
署
〉

◇
松
田
建
設
株
式
会
社�

（
下
呂
市
）

　

伊
勢
谷
林
業
専
用
道
新
設
工
事�

〈
岐
阜
署
〉

 〔
現
場
代
理
人
・
主
任
技
術
者

�

及
び
監
督
職
員
部
門
〕

◇
東
俣
谷
林
業
専
用
道
新
設
工
事

　
　

大
山
土
木
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

現
場
代
理
人　

橋
本　

雅
広

　
　
　
　
　
　

主
任
技
術
者　

翠
尾　

恭
介

　
　

飛
騨
森
林
管
理
署

　
　
　
　
　
　

監
督
職
員　
　

亀
井　

盛
孝

◇
ワ
ラ
ビ
沢
（
２
）
災
害
関
連
緊
急
治
山
工
事

　
　

株
式
会
社
高
宮
組

　
　
　
　
　
　

現
場
代
理
人　

田
上
今
朝
幸

　
　
　
　
　
　

主
任
技
術
者　

齋
藤　

文
雄

　
　

中
信
森
林
管
理
署

　
　
　
　
　
　

監
督
職
員　
　

小
田
切
英
市

◇
鳶
ヶ
巣
復
旧
治
山
工
事

　
　

大
協
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

現
場
代
理
人　

古
田　
　

章

　
　
　
　
　
　

主
任
技
術
者　

久
保
田　

弘

　
　

伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所

　
　
　
　
　
　

監
督
職
員　
　

冨
谷　

好
生

◇
闇
苅
（
男
川
支
渓
）
復
旧
治
山
工
事

　
　

今
泉
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

現
場
代
理
人　

藤
城　

明
義

　
　
　
　
　
　

主
任
技
術
者　

徳
枡　

克
始

　
　

愛
知
森
林
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　

監
督
職
員　
　

吉
原　

浩
司

◇
白
川
支
線
林
業
専
用
道
新
設
工
事

　
　

奥
田
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

主
任
技
術
者　

新
井　

新
作

　
　

木
曽
森
林
管
理
署

　
　
　
　
　
　

監
督
職
員　
　

古
畑　

輝
雄

 

［
総
務
課
］
二
月
十
四
日
に
、
長
野
県
木
曽
郡

木
曽
町
の
長
野
県
林
業
大
学
校
で
は
、
二
年
生

十
九
名
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
で
体
験
し
、

学
ん
だ
こ
と
を
各
自
発
表
す
る
イ
ン
タ
ー
シ
ッ

プ
等
研
修
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
平

成
二
十
五
年
度
は
六
署
で
、
学
校
五
校
か
ら
学

生
十
六
名
を
受
け
入
れ
、
う
ち
長
野
県
林
業
大

学
校
か
ら
は
、
木
曽
署
に
一
名
、
中
信
署
に
一

名
、
南
信
署
に
一
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
三
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
署
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
体
験
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

城
内
優
希
さ
ん
は
木
曽
署
で
の
体
験
を
発

表
、
特
に
長
野
県
西
部
地
震
治
山
施
工
地
で
の

見
学
や
森
林
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
を
行

い
、
森
林
に
見
事
に
復
旧
し
て
い
る
被
災
地
へ

の
復
旧
努
力
と
下
流
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
活
動
に
心
を
打
た
れ
た
と
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

城内優希さんの発表

伊勢谷林業専用道新設工事　完成状況

長
野
県
林
業
大
学
校

　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
研
修

　
　
　
　発
表
会
が
開
催
さ
れ
る
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野
中
恵
介
さ
ん
は
中
信
署
で
の
体
験
を
発

表
、
特
に
低
コ
ス
ト
・
高
作
業
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
森
林
作
業
道
作
設
が
林
地
環
境
に
も
負
荷

が
か
か
ら
な
い
設
計
等
が
重
要
と
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

　

米
山
雄
樹
さ
ん
は
南
信
署
で
の
体
験
を
発

表
、
特
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
は
広
域
的
な

地
域
連
携
等
が
必
要
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　

中
部
局
以
外
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
に
参

加
さ
れ
た
学
生
か
ら
も
様
々
な
発
表
が
あ
り
、

今
後
就
職
に
よ
り
各
職
場
で
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
中
部
局
で
は
学
生
が
国
有
林
野
事

業
の
実
際
の
行
政
事
務
に
接
す
る
こ
と
に
よ

り
、
学
生
の
意
欲
を
喚
起
し
高
い
職
業
意
識
を

育
成
す
る
と
と
も
に
、
国
有
林
野
事
業
及
び
林

野
行
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
東
濃
署
］
三
月
六
日
、
東
濃
署
に
お
い
て
、

飛
騨
署
・
岐
阜
署
・
東
濃
署
の
三
署
合
同
に
よ

る
特
別
司
法
警
察
職
員
を
対
象
と
し
た
講
習
会

を
開
催
し
、
三
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
岐
阜
県
中
津
川
警
察
署
生
活
安
全

課
長
川
瀬
達
也
氏
を
招
き
、
特
別
司
法
警
察
職

員
の
立
場
、
一
般
司
法
警
察
職
員
と
の
違
い
、

森
林
窃
盗
・
不
法
投
棄
の
対
処
方
法
等
に
つ
い

て
、
講
師
自
ら
の
体
験
等
を
交
え
な
が
ら
分
か

り
や
す
い
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
山
植
物
の
窃
盗
に
つ
い
て
は
、
高

山
植
物
を
採
取
し
た
人
が
、
違
法
性
を
認
識
し

て
い
な
け
れ
ば
犯
罪
に
な
ら
な
い
こ
と
、
犯

罪
の
未
然
防
止
の
た
め
に
も
、
立
て
看
板
の
設

置
・
チ
ラ
シ
の
配
布
等
一
般
の
人
々
に
周
知

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
実
際
に
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
地

元
警
察
と
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

 

［
木
曽
署
］
三
月
一
日
に
上
松
技
術
専
門
校
に

お
い
て
、「
ひ
の
き
の
里
の
技
能
祭
」（
以
下
技

能
祭
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
松
技
術
専
門
校
は
昭
和
二
十
一
年
に
長
野

県
上
松
職
業
補
導
所
と
し
て
開
設
さ
れ
、
現
在

で
は
木
工
科
、
木
材
造
形
科
の
二
科
四
十
名
が

在
学
し
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
様
々
な
年

代
の
訓
練
生
が
木
製
家
具
、
ろ
く
ろ
、
竹
細
工

等
の
製
作
技
術
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
技
能
祭
で
は
訓
練
生
が
作
製
し
た
大
型

家
具
を
は
じ
め
と
し
た
木
工
品
を
展
示
し
、
来

場
者
に
抽
選
の
う
え
販
売
し
て
い
ま
す
。
一
般

に
販
売
さ
れ
て
い
る
家
具
よ
り
安
価
で
購
入
で

き
る
こ
と
か
ら
、
地
元
は
も
と
よ
り
全
国
各
地

か
ら
多
く
の
方
々
が
訪
れ
、
毎
年
盛
大
に
開
催

さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
約
五
百
名
が
来
場
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
署
で
は
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
と
合
同

で
「
マ
ル
コ
ウ
マ
ル
コ
ク
木
曽
ひ
の
き
」
の
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
パ

ネ
ル
掲
示
と
木
工
品
や
丸
太
の
展
示
等
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

　

来
訪
者
か
ら
は
「
木
曽
の
人
工
林
ヒ
ノ
キ

も
年
輪
が
詰
ま
っ
て
良
い
木
に
な
っ
て
い
る
」

「
木
曽
と
い
え
ば
天
然
ヒ
ノ
キ
と
し
か
イ
メ
ー

ジ
が
な
か
っ
た
が
、
人
工
林
ヒ
ノ
キ
も
良
い
も

の
だ
」
等
の
感
想
も
聞
か
れ
、
一
般
の
方
々
に

も
広
く
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
積
極
的
に
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
へ
参

画
し
、
関
連
す
る
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
国
有

林
野
事
業
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

講習会の様子

展示の様子

野中恵介さんの発表

「
高
齢
級
人
工
林
ヒ
ノ
キ

　
　
　
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を

�

地
域
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ
Ｒ

特
別
司
法
警
察
職
員
講
習
会
を
実
施

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り
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［
東
濃
署
］
東
濃
署
で
は
、
二
月
二
十
日
か
ら

二
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
第
四
四
半
期

の
取
組
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「
平
成
二
十
六
年

度
の
収
穫
・
生
産
・
販
売
事
業
に
係
る
技
術
・

精
度
等
の
向
上
」
に
つ
い
て
、
署
長
を
始
め
全

職
員
を
対
象
に
座
学
・
見
学
・
検
討
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

座
学
と
し
て
次
長
か
ら
「
な
ぜ
低
コ
ス
ト
な

の
か
」
に
つ
い
て
一
時
間
程
度
講
義
を
受
け
た

後
、
局
・
技
セ
ン
を
含
め
総
勢
三
十
三
名
が
参

加
し
て
、
管
内
に
あ
る
内
陸
型
国
内
初
の
「
森

の
合
板
工
場
（
平
成
二
十
三
年
本
格
稼
働
）
」

に
お
い
て
、
当
署
か
ら
生
産
さ
れ
た
木
材
が
製

品
と
し
て
出
荷
さ
れ
る
ま
で
の
工
程
を
見
学
し

ま
し
た
。
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
国
産
材
の

安
定
供
給
に
期
待
す
る
切
実
な
現
場
の
声
も
聞

か
せ
て
頂
き
、
計
画
的
な
事
業
実
行
の
責
任
を

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
治
山
グ
ル
ー
プ
で
は

「
国
産
針
葉
樹
型
枠
合
板
の
利
用
推
進
」
と
い

う
課
題
に
更
に
一
歩
足
を
進
め
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

二
日
目
の
「
低
コ
ス
ト
事
業
実
現
に
向
け
た

現
地
検
討
会
」
で
は
、
地
形
・
地
質
か
ら
路
網

系
に
馴
染
み
に
く
い
現
地
で
、
最
大
限
路
網
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
低
コ
ス
ト
な
作
業
シ
ス

テ
ム
を
如
何
に
実
現
す
る
か
に
つ
い
て
、
森
林

官
、
地
域
技
術
官
、
森
林
技
術
員
も
参
加
し
て

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
外
部
講
師
と
し
て
、
そ

の
道
の
先
駆
け
で
全
国
各
地
で
技
術
指
導
を

行
っ
て
い
る
森
杜
産
業
㈱
田
邊
氏
を
招
き
、
林

内
に
雪
の
残
る
次
年
度
伐
採
系
森
林
整
備
事
業

地
を
一
緒
に
歩
い
て
、
路
網
の
線
形
を
実
際
に

入
れ
る
作
業
な
ど
を
指
導
頂
き
、
低
コ
ス
ト
な

作
業
シ
ス
テ
ム
で
の
事
業
発
注
等
の
参
考
と

な
る
有
意
義
な
取
組
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

 ［
北
信
署
　
野
沢
森
林
事
務
所
］

�

重
松
千
晶
　
森
林
官

　

野
沢
森
林
事
務
所
は
長
野
県
の
ほ
ぼ
最
北
端

に
位
置
し
、
日
本
で
も
指
折
り
の
豪
雪
地
帯
で

あ
る
野
沢
温
泉
村
に
所
在
し
ま
す
。
国
有
林
は

新
潟
県
と
の
県
境
稜
線
部
が
大
部
分
を
占
め
、

約
四
千
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
面
積
を
管
理

し
て
い
ま
す
。
国
有
林
の
多
く
は
地
域
の
重
要

な
水
源
か
ん
養
林
と
な
っ
て
お
り
、
国
有
林
内

の
水
尾
山
か
ら
湧
き
出
た
水
を
使
っ
て
造
ら
れ

た
日
本
酒
「
水
尾
」
は
、
後
味
の
切
れ
が
良

く
、
多
く
の
日
本
酒
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
ま

す
。

　

野
沢
森
林
事
務
所
管
内
に
は
良
質
な
雪
で
有

名
な
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
、
戸
狩
温
泉
ス
キ
ー

場
が
あ
り
、
毎
年
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪

れ
、
村
内
に
あ
る
無
料
の
立
ち
寄
り
湯
と
共
に

長
野
県
内
で
も
人
気
の
観
光
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。
近
年
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
海
外
か
ら

長
期
滞
在
で
ス
キ
ー
を
楽
し
む
方
も
多
く
、
先

日
は
業
務
終
了
後
に
森
林
事
務
所
近
く
の
立
ち

寄
り
湯
に
行
っ
た
際
、
入
浴
者
が
全
員
海
外
か

ら
の
観
光
客
で
あ
り
、
村
に
い
な
が
ら
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
空
気
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

合板工場見学の様子

低コスト現地検討会の様子

攻防の末、火が点けられた道祖神祭り社殿

シ
リ
ー
ズ

平
成
二
十
六
年
度
事
業

�

に
向
け
て
の
取
組
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野
沢
温
泉
村
で
は
日
本
三
大
火
祭
り
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
て
い
る
「
道
祖
神
祭
り
」
が
毎
年

一
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
社
殿
の

一
部
に
使
わ
れ
る
ブ
ナ
材
の
供
給
を
村
と
協
定

を
結
ん
で
行
っ
て
い
ま
す
。
管
内
に
は
、
こ
う

し
た
地
域
と
の
連
携
を
必
要
と
す
る
業
務
も
多

く
あ
り
ま
す
。

　

管
内
の
植
生
は
ブ
ナ
の
天
然
林
が
多
く
存
在

し
、
新
潟
と
の
県
境
を
歩
く
信
越
ト
レ
イ
ル
は

北
信
署
、
上
越
署
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
定
に

よ
り
整
備
さ
れ
、
春
に
は
ブ
ナ
の
新
緑
や
ギ
フ

チ
ョ
ウ
な
ど
、
自
然
の
豊
か
な
風
景
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
巨
木
百
選
に
も
選
ば

れ
た
ブ
ナ
の
大
樹
で
あ
る
「
森
太
郎
」
が
存
在

し
、
秋
の
紅
葉
も
雪
の
情
景
も
美
し
く
、
四
季

を
通
じ
て
訪
れ
た
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
ト
レ
イ
ル
内
に
危
険
木
が

な
い
か
、
適
切
な
利
用
は
さ
れ
て
い
る
か
、
な

ど
の
点
検
業
務
も
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。

　

赴
任
当
初
は
、
雪
深
い
奥
地
の
村
で
う
ま
く

や
っ
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
も
多
く
あ

り
ま
し
た
が
、
村
民
で
も
あ
る
非
常
勤
職
員
の

方
々
に
支
え
ら
れ
、
巡
検
用
務
や
地
域
と
の
対

応
な
ど
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
を
進
行
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
無
理
だ
と
思
っ
て

い
た
大
型
除
雪
機
の
運
転
も
、
ご
近
所
の
方
か

ら
褒
め
ら
れ
る
ま
で
上
達
し
ま
し
た
。

　

豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
現
場
業
務
を
行
え
る
時

間
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
地
域
で
は
あ
り
ま
す

が
、
来
年
度
は
、
複
層
伐
を
実
施
し
た
箇
所
で

コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
を
行
う
な
ど
、
新
た
な
取

組
を
す
る
中
で
、
業
務
を
計
画
的
に
、
そ
し
て

や
る
前
か
ら
諦
め
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
森
林

官
業
務
を
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
人
事

　
退
職

�

二
月
二
十
八
日
付

▽
（
岐
阜
森
林
管
理
署　

署
付
）

�

生
駒　

豊
文

非常勤職員との巡検用務

生産事業における安全指導

使用している除雪機

人
の
う

ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

故
　
日
下
部
　
道
人
　
氏

�

伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所
　
経
理
係
長

　

農
林
水
産
技
官　

日
下
部
道
人
氏
は
二

月
二
十
日
に
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
下
部
氏
は
経
理
課
、
東
濃
署
、
飛
騨

署
、
岐
阜
署
、
技
術
セ
ン
タ
ー
、
伊
那
谷

総
合
治
山
事
業
所
等
に
勤
務
さ
れ
、
活
躍

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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木
曽
郡
木
曽
町
開
田
高
原
で
は
、
昭
和

四
十
四
年
に
木
曽
馬
保
存
会
が
設
立
さ
れ
、
一

時
絶
滅
寸
前
で
あ
っ
た「
木
曽
馬
」の
飼
育
・
保

存
に
取
り
組
み
、
現
在
で
は
百
六
十
頭
程
度
ま

で
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

木
曽
郡
木
曽
町
開
田
高
原
に
あ
る
「
木
曽
馬

の
里
・
乗
馬
セ
ン
タ
ー
」
に
は
、
約
三
十
頭
が

飼
育
さ
れ
、
乗
馬
体
験
な
ど
観
光
客
の
人
気
を

集
め
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
馬
搬（
ば
は
ん
）を
復
活
さ
せ
よ
う

と
す
る
試
み
が
始
ま
り
、
木
曽
馬
が
運
ん
だ
木

材
を
使
っ
た
木
製
品
を
作
る
な
ど
、
木
材
産
地

な
ら
で
は
の
文
化
と
木
曽
馬
保
存
に
対
す
る
関

心
を
高
め
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
方
法

［
公
共
交
通
機
関
］

　
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
木
曽
福
島
駅
よ
り
、
お
ん
た

け
交
通
バ
ス
で
約
三
〇
分

［
自
家
用
車
］

　

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
～
国
道
十
九
号

線
経
由
約
一
時
間
三
〇
分
、
長
野
自
動
車
道
塩

尻
Ｉ
Ｃ
～
国
道
十
九
号
線
経
由
約
五
○
分

◇
へ
ぎ
板

　

へ
ぎ
板
は
木
の
繊
維
を
壊
さ
ず
、
削
ら
ず
に

手
で
割
っ
て
、
厚
さ
一
ミ
リ
以
下
ま
で
薄
く
し

て
作
ら
れ
る
板
で
す
。
年
が
経
つ
に
つ
れ
艶
が

で
て
き
ま
す
。

　

数
百
年
生
の
天
然
木
で
目
が
つ
ま
っ
た
も
の

で
な
い
と
、
へ
ぎ
板
を
作
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
木
曽
は
ヒ
ノ
キ
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

黒
部（
く
ろ
べ
）別
名
ネ
ズ
コ
、
サ
ワ
ラ
と
粘
り

の
あ
る
良
い
木
が
あ
り
、
こ
れ
が
ヘ
ギ
板
に
は

一
番
の
適
材
で
す
。

　

こ
の
技
術
は
、
古
く
か
ら
茶
室
な
ど
の
室
内

装
飾
に
用
い
ら
れ
て
き
た
伝
統
的
な
技
術
で
す

が
、
機
械
の
普
及
な
ど
も
あ
り
、
今
で
は
木
曽

谷
で
ヘ
ギ
板
を
作
れ
る
の
は
二
人
の
職
人
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

木
や
竹
を
編
ん
で
ゆ
く「
網
代
細
工（
あ
じ
ろ

ざ
い
く
）」
は
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
本
の
丸
太
か
ら「
へ
ぎ
板
」を
作
製
し
、
細
工

に
よ
っ
て
天
井
や
衝
立
等
の
完
成
品
に
至
る
ま

で
の
技
術
を
持
つ
職
人
さ
ん
は
、
今
や
国
内
で

長
野
県
木
曽
郡
上
松
町「
小
林
ヘ
ギ
板
店
」の
小

林
鶴
三
さ
ん
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
小
林
さ
ん

は
林
野
庁
の「
日
本　

森
の
名
手
・
名
人
」に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
方
法

［
公
共
交
通
機
関
］

　
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
上
松
駅
下
車

［
自
家
用
車
］

　

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
～
国
道
十
九
号

線
経
由
約
一
時
間
、
長
野
自
動
車
道
塩
尻
Ｉ
Ｃ

～
国
道
十
九
号
線
経
由
約
五
〇
分

◇
木
曽
馬
（
き
そ
う
ま
）

　

平
成
二
十
六
年
の
干
支
で
あ
る
馬
に
ち
な
み

「
木
曽
馬
」を
紹
介
し
ま
す
。

　

木
曽
馬
は
長
野
県
木
曽
地
域（
木
曽
郡
）を
中

心
に
飼
育
さ
れ
て
い
る
日
本
在
来
種
の
馬
で
、

本
州
で
は
唯
一
の
在
来
種
で
す
。

　

昭
和
三
十
年
代
頃
ま
で
農
耕
用
や
木
材
の
運

搬
に
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
年

代
以
降
、
耕
運
機
の
普
及
等
で
木
曽
馬
を
飼
う

農
家
が
減
少
し
、
木
材
の
搬
出
も
林
業
機
械
に

代
わ
り
馬
搬（
ば
は
ん
）を
す
る
人
も
い
な
く
な

り
ま
し
た
。

木曽馬

木曽馬の放牧

へぎ板の製作の様子

網代細工


